
 

【2026 年度以降入学生】 

 

嵯峨美術大学 芸術学部 教育目標 

個性を尊重した芸術教育により、創造性豊かな表現者を育成する。また、芸術の伝統と革新を結

びつけ、領域を超えた学びを推進し、社会に貢献できる幅広い視野と専門性を持つ人材を育てる。 

 

〇学習成果 

嵯峨美術大学は、以下に示す資質・技能を備えた人材の育成を目標とする。 

・芸術における伝統を理解し、柔軟な発想力と構想力を持って新たな表現を開拓できる。 

・多様性を踏まえた論理的な思考によって、本質を追究し課題を解決できる。 

・芸術・文化に関する幅広い教養を身につけ、専門知識を体系的に理解している。 

・自己の思考や表現を展開して、それらを社会に発信し貢献できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【2025 年度以前入学生】 

 

嵯峨美術大学 芸術学部 教育目標 

実習・演習・講義を基幹とした芸術教育を通じて、学生の個性を尊重し、創造的で感性豊かな表

現者、文化デザイナーを養成する。また、芸術文化領域での伝統と革新の融合をはかり、確実な

社会貢献を果たせるよう、基礎・基本教育の充実と同時に、総合的で学際的な教育研究を推進し、

社会の要請に柔軟に対応できる幅広い視野と専門性を持つ人材を育成する。 

 

造形学科 教育目標 

造形学科は先人たちの美意識を学び、従来の造形領域を深化させるとともに、新たな領域、多様

な価値観のもとで現代人の心を揺さぶる創造性を体験・自覚できる教育体制の確立を図る。また、

これにより創造性豊かな文化の生成、発展を担うことのできる以下の人材を養成する。 

 

［知識・理解］ 

・芸術文化における伝統を理解し、説明することのできる基礎教養を身につけた人材。 

・過去から現代に至る美術の動向を理解し、説明できる知性を身につけ、それを創作に 

 反映させることのできる人材。 

［論理的・創造的思考力］ 

・多角的な視点から総合的に現代社会をとらえる知性を持ち、健全な批評のできる人材。 

・自ら明確な問題意識、テーマを見出し、可能性を模索した上で制作活動を進めることの 

できる人材。 

［態度・価値観・倫理観］ 

・主体的に自らのテーマを見出し、真摯に探求する姿勢を持つ人材。 

・過去から現在に至る社会の理念、価値を尊重した上で新たな時代に対応できる人材。 

・社会の安寧と幸福に貢献する確固とした意識を身につけた人材。 

［技能・技術］ 

・他者との議論を通して認識を互いに深め合い、よりよい解決を導き出せるコミュニケー 

ション力を持つ人材。 

・新しい技術や理論をふまえた専門的技能を身につけるために、的確な基礎的表現力を備 

えた人材。 

 

 

 

 

 

 



 

デザイン学科 教育目標 

デザイン学科において、社会は常に予想を超えた変化にみまわれるという理解の上に立ち、真に

高度で豊かな人間の生存環境を思考しながら行動できる知見と洞察力を養うための教育方法を

研究・実践する。また、社会のかかえる多様な問題に、個人の関心や特性を生かしながらも、視

点や能力の違う他者との協議によって具体的解決をもたらす創造的思考と意思疎通の技能を身

につけた以下の人材を養成する。 

 

［知識・理解］ 

・芸術文化における伝統を理解し、説明することのできる基礎教養を身につけた人材。 

・過去から現代に至るデザインの動向を理解し、説明できる知性を身につけた人材。 

・京都の地域性、歴史性、生活文化の概要を理解し、説明できる人材。 

［論理的・創造的思考力］ 

・多角的な視点から総合的に現代社会をとらえる知性を持ち、健全な批評のできる人材。 

・諸情報を活用し、論理的且つ具体的に解決方法を示すことのできる人材。 

・学術的な知性を養い、創造的思考力・自律的思考力を持って問題解決のできる人材。 

［態度・価値観・倫理観］ 

・主体的に自らのテーマを見出し、真摯に探求する姿勢を持つ人材。 

・過去から現在に至る社会の理念、価値を尊重した上で目標に対し柔軟に対応できる行動

力を身につけた人材。 

・社会の安寧と幸福に貢献する確固とした意識を身につけた人材。 

［技能・技術］ 

・他者との議論を通して相互の認識を深め合い、よりよい解決を導き出せるコミュニケー 

ション力を持つ人材。 

・新しい技術や理論をふまえた専門的技術を身につけるために、確実な基礎的表現力を備

えた人材。 


